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21．当教室における乳腺粘液癌の臨床病理学的検討
坪井 美樹?，堀口 淳?，高他 大輔?
菊地 麻美?，長岡 りん?，六反田奈和?
佐藤亜矢子?，時庭 英彰?，樋口 徹?
内田紗弥香?，荻野 美里?，小山 徹也?
竹吉 泉?（１ 群馬大院・医・臓器病態外科学）
（２ 同 病理診断学）
【はじめに】 乳腺粘液癌は,乳癌取扱い規約において浸潤
癌のなかの特殊型に分類されており,比較的まれなタイプ
で乳癌全体の1～6％を占めるとされている.通常は年輩
患者にみられ,一般的には良好な予後をとるとされている
が,長期間の観察では他の浸潤癌との間に有意差は無いと
もいわれている.今回,我々は当教室における粘液癌の臨
床病理学的因子と予後の関係について検討したので,報告
する.【対象と方法】 当教室で1990年から2006年の17
年間に手術を行われた粘液癌症例を対象とし,臨床病理学
的因子として年齢,腫瘍径,リンパ節転移の有無,ホルモン
レセプターの有無,核異型度,脈管侵襲,病期と無再発生存
期間(DFS)および全生存期間(OS)との関連について検討
した.【結 果】 当該期間中に手術を行われた1633例中,
粘液癌は39例 (2.4％)であった.平均年齢は56歳で,観察
期間の中央値は94カ月(1-221カ月)であった.病期はI期
17例,?A期16例,?B期3例,?A期1例,?C2例で
あった.22例の腫瘍径が2㎝より大きく,4例にリンパ節
転移を認めた.29例がER陽性であり,20例がPgR陽性で
あった.核異型度が2以上の症例は21例,14例にリンパ管
侵襲を認め,7例に静脈侵襲を認めた.また,DFS及びOS
と有意に関連していた項目は,年齢・核異型度・脈管侵襲で
あった.【まとめ】 乳腺粘液癌において,年齢・核異型
度・脈管侵襲は予後因子であることが示唆されたが,比較
的まれなタイプであり,今後も症例の更なる蓄積が必要で
ある.
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柳田 康弘?，藤澤 知巳?，宮本 健志?
森下亜希子?，中村 和人?，松木 美紀?
（１ 群馬県立がんセンター 乳腺科）
（２ 同 婦人科）
（３ 同 看護部）
乳がん患者さんの5-10％に単一遺伝子の異常が原因で
起こる遺伝性乳がんが含まれている.その中で最も多い遺
伝性乳がん・卵巣がん (HBOC)は,遺伝情報を正しく知り
発症を予測し
対策を行えば,予後が改善できる.当院では,2010年より
遺伝カウンセリング外来を開設し,HBOC診療に取り組ん
できたので,その経過,現状を報告する.2008年,ASCOの
教育セッションにHBOC診療取り上げられる.2009年,遺
伝カウンセリング教育講座受講,院内倫理委員会に遺伝カ
ウンセリング外来開設および電子カルテ内記録法を申請.
遺伝子検査会社と契約締結.2010年,遺伝カウンセリング
外来開始.2012年,再発HBOC患者さんに対するカルボプ
ラチン＋ゲムシタビン療法を申請.2013年,アンジー効果
による遺伝カウンセリング外来患者急増.2014年,HBOC
診療チーム結成.予防的卵巣・卵管切除を準備(本人への説
明と同意,倫理審査,治療の方法を費用:県議会の承認が
必要)
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座長：鯉淵 幸生
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乳癌の画像診断の実際
植松 孝悦
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